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万博公園は平が植物と鳥の関係を知った探鳥地、ここでの

観察結果は、大阪支部会報むくどり通信に「植物と鳥の歳

時記」として92.9～98.11の6年間、連載しました。

液果が色づくのは鳥に食べ頃になったことを知らせる合図、

鳥に食べられて種子をあちことにばら撒いて欲しいという

植物側の戦略です。北国からきた冬鳥たちが、植物の戦略

に乗っかり公園内の液果を食べ、ここで越冬します。

今日はそのような鳥たちになったつもりで、液果を試食した

いと思っています。少なくとも10種の木の実を試食したいと

思っていますので、ご協力お願いします。

①航空写真による変化
インターネットで国土地理院より航空写真を公開されています。万博公園周

辺の1975年、1985年、2012年を並べてみました。

1975年(左上図） 万博が終わって5年、日本庭園は万博開催時に植えら

れた木々は緑色になっています。自然文化園は西大路より北側に緑が若干

見えますが、南側はまだ植栽工事中のようです。

1985年(左中図) 万博探鳥会をスタートした年です。樹木の背が低く、草

原が多く、キジが園内を縦横に移動していました。

上の写真より10年経過、西大路より北側は良く樹が育っているが、南側は後

に「花の丘」となる所の緑がまばらです。土壌が悪く樹が育たなかったので、

コスモス畑（花の丘）に改変したと聞いています。

2012年(左下図） 木々が育ち、すばらしい樹林に変化しています。その状

況は今日、確認していただきます。
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②今昔写真による変化
撮影年月は確認していませんが、植樹直後と現在の状況写真です。

提供：大阪府万博公園事務所

１．万博公園の植生変化



２．万博公園探鳥会でわかったこと（野鳥誌2015.2～3月号）

残念ながら、現在、オオタカは万博で繁殖していません ↑



３．試食する木の実
今回、色のついた液果だけでなく、乾果を含め、鳥になった気持ちで

試食予定の木の実は以下の通りです。



４．その他の木の実





５．植物と鳥の歳時記

（93年1月号）

（植物と鳥の歳時記）

（掲載植物種 ４７種）


